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方法がある。発育速度曲線を作図する方法では，

発育速度曲線上にあらわれる最高速度の値

（PeakVelocity：ＰＶ）とそれがあらわれる年

齢，すなわち，思春期発現の年齢（PeakAge：

PA)をとらえることができる。TanndFによると，

ＰＡの早い者ほどＰＶが高く，ＰＡの遅い者ほどＰ

Ｖが低い傾向が認められる。ＰＡとＰＶは横断資

料を用いてもとらえることはできるが，横断資料

では位相効果のため，ＰＶの絶対値を問題にでき
Ⅱ)１２)１４）

ないことが｝旨摘されている。そのため，位相効果

の影響をうけないＰＶをとらえることが必要で，

縦断資料を用いて，個人個人のＰＡ，ＰＶを求め，

その値をもとに平均値を算出しなくてはならない。

本研究では，ＰＡ，ＰＶを縦断資料から求める方

法を採ることにした。

また，身体発育に関して，肥満についての関心

が高まっているが，本研究では，長育と量育のバ

ランスをとらえ，その特徴を明らかにすることも

目的とする。

近年，身体発育と教育の関係に関心が高まり，
４）１５）

特に保健教育の立場からIま身体発育や発達加速現
３）10）

象}こ関連した報告などがみられるよう}こなってきた。

ところで，障害児の身体発育については精神遅

滞児を中心に研究が行われ，最近になって，視覚

障害児や肢体不自由覚め身体発育に関する報告が
８）９）

みられるようlこなってきた。これらの研究をまと

めると，健常児に較べた障害児の身体発育は，形

態値が劣り，生理的なmaturityのレベルでも健

常児とは異なる特徴を示すことが指摘されている。

脳性マヒ児の身体発育については，肢体不自由児
１３）

の身体発育の中で僅か|こ報告されただけで，まと

まった研究はみあたらない。

また,思春期は身体発達が急速に進み，第二次性

徴が顕著になるだけでなく，心理的な側面からも

大きな変化を示す時期である。このため思春期は，

人間形成の観点からもきわめて重要な人生の節目

である。それゆえに，最近では心理学，教育学，

医学などの学際的立場から思春期の子どもの心身

の実態について科学的に理解することの重要性が
２）

}旨摘されている。

そこで本研究では，思春期における脳性マヒ児

の身体発育の特徴を明らかにする。

思春期に特有な発育をとらえる方法として，初潮

年齢や生殖器官の発育を指標にする方法とTan､聯
Ⅱ）12）

や高石らのよう1こ発育速度曲線Iこよってとらえる

測定方法

１）対象児

脳性マヒ児は昭和32年から昭和41年までに出生

した男子32名と女子22名,健常児は昭和37年から

昭和38年にかけて出生した男子63名と女子102名

である。いずれも思春期をはさんで８年間以上の

計測値がそろっている者を対象とした。＊Dept・ofSpecialEduc.,ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，

Univ、oftheRyukyus．

－４１１－
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２）発育指標

長育としての身長と座高，量育としての体重，

幅育としての胸囲を発育の指標とする。

上にあらわれたＰＡとＰＶをよみとる。

長育と量育のバランスをみるために，個人別に

ローレル指数を求め，縦断的に観察を行う。

３）分析方法
Ｍ）Ⅱ）１２）

身体発育パターンの分析には，Tannerや高石

らの用いたと同じ図法，すなわち，各個人の現量

値曲線（distancecurve）を描き，その曲線を一

次微分した結果得られる発育速度曲線（velocity

curve）を求める方法である。この発育速度曲線

結果

１）現量値曲線

各現量値曲線は，身長を図１，体重を図２，胸

囲を図３，座高を図４に示した。図に示す破線は

健常児群の平均をあらわしている。これらの図か
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図４座高の現量値曲線

準偏差の値に達しない脳性マヒ児は，身長で男

子７２．４％，女子７０％，体重で男子３７．９影、女

子57.9影，胸囲が男子３３．３％，女子15.8％を占

ら明らかなように，脳性マヒ児は，すべての項

目で健常児の平均よりも低い値を示している。

15歳に達したときの健常児の現量値平均－１×標

－４１３－
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めている。この結果は脳性マヒ児は長育である

身長，座高と量育である体重は，幅育である胸

囲に較べて遅れが大きくあらわれていることを

示している。また，１５歳以上の健常児のデータ

を検討する必要はあるが，図１に示すように，

身長がstableに達したと判断できる脳性マヒ児

が多数みうけられる。

２）発育速度曲線

身長の発育速度曲線を図５，体重を図６，胸囲

を図７，座高を図８に示した。これらの発育

速度曲線からＰＡとＰＶを求めたが，ＰＡが

不明なケースは対象から除外し分析を行った。

図中の破線は，健常児群の平均をあらわして

いる。
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表２体重のＰＡの平均と標準偏差図からＰＡをみると，脳性マヒ児は健常児より

も遅れる者が多くなる項目がある。表１から表４

に両群の身長，体重，胸囲，座高のＰＡの平均と

標準偏差を示した。ｔ検定の結果，男子の体重

男子 女子

ＸＳＤＮＸＳＤＮ

健常児１２７３０．８８４７１１．９５１．１４９０

脳性マヒ児１３．６３１４９２９１２．２９１．１５１９表１身長のＰＡの平均と標準偏差

男子 女子

表３胸囲のＰＡの平均と標準偏差
ＸＳＤＮＸＳＤＮ

男子 女子
健常児１２．９２０J９５５１１２１１．０１９５

脳性マヒ児１３．３４１．５３２９１１４２１２４１９
ＸＳＤＮＸＳＤＮ

健常児12.29Ｌ２６４３１１．４３１．３２８６

脳性マヒ児１３．３６１６３２４１２．１８１０６１９

－４１５－
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表４座高のＰＡの平均と標準偏差 表８座高のＰＶの平均と標準偏差

女子男子 女子男子

ＸＳＤＮＸＳＤＮ ＸＳＤＮＸＳＤＮ

健常児５．８７１．３１４１４．９２１．０９８３

脳性マヒ児５．４４１２８２６４８８０９８１７

健常児１２．６９１．２８４１１１００１．１０８３

脳性マヒ児１３．２３１．３９２６１１．１７１．６２１７

（ｔ＝－２９３，〃＝40.24,Ｐ＜､015）男女の胸

囲（男子：ｔ＝－３．００，〃＝６５，Ｐ＜､００５;女子：

ｔ＝－２３３，〃＝１０３，Ｐ＜､０５）に有意差が認め

られる。つまり，脳性マヒ児のＰＡは男女の身長と座

高,女子の体重では健常児との間に遅れは認められな

いが,男子の体重と男女の胸囲では遅れが認められる。

表５から表８に両群の身長，体重，胸囲，座高

のＰＶの平均と標準偏差を示した。表から明らか

なように，ＰＡと同様，脳性マヒ児のＰＶが健常

児よりも小さくなる項目がある。ｔ検定の結果，

男女の身長(男子：ｔ＝２．３３，〃＝82,Ｐ＜､０５；

女子：ｔ＝２．６１，〃＝２１．２７，Ｐ＜､０１）と胸囲

（男子：ｔ＝３．１３，"＝６５，Ｐ＜､002；女子

：ｔ＝２３７，〃＝１０３，Ｐ＜､002）に有意差が認

められる゜この結果は、男女の身長と胸囲,男子

の体重については健常児のＰＶが脳性マヒ児より

大きく，男女の座高と女子の体重はＰＶに差が認

められないことをあらわしている。

発育速度曲線において高いvelocityを持つ期

間が長いほど発育量は大きくなる。そこで,本研究
６〕

で(よ，草野の水準を発育速度の水準として設定し，

その水準以上の値を示している期間を発育速度曲

線からよみとり，Duration（Ｄ）とした。設定し

た水準は身長が5.5cm／yr，体重が４０k9／yr，

胸囲が3.0cm／yr・座高が3.0cm／yrである。この

水準に達した者についての平均と標準偏差を表９

から表12に示した。

表９身長のＤの平均と標準偏差

表５身長のＰＶの平均と標準偏差 女子男子

女子男子 ＸＳＤＮＸＳＤＮ

ＸＳＤＮＸＳＤＮ 健常児３．４６１２７３８２．９３ｑ9３６０

脳性マヒ児２．７５０．７６２３２．１４０．７９１３健常児１０６３２．０５５５９．１２１５４９５

脳性マヒ児９．５３２０７２９７．６７２．３２１９

表１０体重のＤの平均と標準偏差
表６体重のＰＶの平均と標準偏差

女子男子
女子男子

ＸＳＤＮＸＳＤＮ

ＸＳＤＮＸＳＤＮ

健常児３｣３０．９７２７２．９１１００１８

脳性マヒ児２．４９０．８０２６２．１４０７７１７

健常児８．００２０７４７７．２８１．８１９０

脳性マヒ児６５６１．９７２９６．３３２９１１９

表１１胸囲のＤの平均と標準偏差表７胸囲のＰＶの平均と標準偏差

男子 女子男子 女子

ＸＳＤＮＸＳＤＮＸＳＤＮＸＳＤＮ

健常児２．２２１０３３７２．５２０．９４８２

脳性マヒ児２．３８０９６２１２．８８１．１０１９

健常児６．３３１．８２４３７．６２２．６４８６

脳性マヒ児４．９６１．５２２４６｣0１９１１９

－４１６－
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表１２座高のＤの平均と標準偏差
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女子：ｔ＝－３．１５，〃＝96,Ｐ＜,001）で有意

差が認められ，身長と体重では健常児のＤが長く

座高では脳性マヒ児のＤが長いという結果が得ら

れた。

これまで述べてきた脳性マヒ児の身体発育につ

いての結果をまとめると，身長，体重，座高の項

目で健常児よりも低い値の現量値を示す者が多い。

このような脳性マヒ児の低体位は，発育速度曲線

上にあらわれたＰＡが健常児より遅れたり，遅れ

は認められなくともＰＶやＤが小さくなることか

らも裏づけられる。
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３）ローレル指数

長育と量育のバランスをみるために，個人別に

ローレル指数を求め，図９に示した。ローレル指

数は身長と体重のバランスがあらわされ，各年齢

における平均値より＋20％を越える者を肥満，-

20％を下回る者を痩と判定している。１０歳以降に

ついてみると，図に示す破線はこれを示している

が，図から明らかなように，脳性マヒ児には肥満

と判定される者が３名，その逆の痩と判定される

者が２名みられる。ローレル指数の標準値は各年

齢における平均値の＋９％から－９％の間とされ

ており，この基準からみると，脳性マヒ児には肥

満傾向と判定される者が８名，痩傾向と判定され

る者が６名みられる。この結果は，脳性マヒ児に

は極端な発育不均衡は少いが，バランスのとれた

発育をしていない者が少なからずみられることを

示している。

、'

､､一ジ
ージ

ーー￣－－－－
1００

６８１０１２１４１６１８２０

Age(yrs）

図９ローレル指数の変化

考察

本研究で明らかにされた脳性マヒ児の発育の特

徴は，低身長発育をはじめとする低体位ならびに

発育不均衡である。これらの点を中心に，発育速

度曲線上にあらわれた特徴について考察する。

ＰＡは長育としての身長と座高の項目では健常

児と比較して遅れは認められないが，胸囲と男子

の体重では遅れが認められた。これまで，他の障

－４１７－
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８）９）

害児の発育については視覚障害児lまＰＡが早く，

精神遅退児では遅i'にとが報告されてきたが,脳
性マヒ児はこれらの障害児と異なる特徴を示して

いる。すなわち，視覚障害児や精神遅滞児が健常

児と較べＰＡに遅速はあるものの一貫した発育を

示したのに対し，脳性マヒ児は，長育のＰＡは健

常児とかわらないが，量育と幅育のＰＡは健常児
１，１２）

よりも遅れるという発育をしている。高石｛よ，身

長のＰＡと体重のＰＡでは身長のＰＡが早くなる

ことを指摘しており，本研究で得られた健常児男

子の身長と体重のＰＡは逆の関係になっている。

このことは，本研究で対象とした健常児男子にＰ

Ａ不明として分析の対象から除外された者が多数

含まれていることと関係があると考えられる。つ

まり，成長のピークに達しておらず，ＰＡ不明と

して除外された者は，ＰＡの年齢が遅くなる者で

あり，この点を考慮すれば健常児の体重のＰＡは

本研究で得られた値よりも遅れると考えられる。

このようにＰＡが遅れるならば，脳性マヒ児のＰ

Ａは健常児との間に遅れが認められなくなる可能

性が強い。したがって体重のＰＡは健常児と脳性

マヒ児では有意差が認められないことが推測され

る。このように考えるならば，脳性マヒ児は身長

や体重のＰＡは健常児と較べて明瞭な遅れはない

にもかかわらず，現量値には大きな開きのあるこ

とが指摘できる。これは次のように考えることが

できる。脳性マヒ児には身長がstableになる者

が多数観察されたが，このことは脳性マヒ児の生

理的なmaturiが最終段階に達していると考えら

れる。脳性マヒ児と似たような発育を示すダウン
５）

病者の発育特性を論じ7kこ草野は，ダウン病者の

「早老現象」を指摘している。脳性マヒ児につい

ては，骨端閉鎖等の生理的レベルや寿命について

の検討を行わなくてはならないが，脳性マヒ児の

ＰＡと現量値の関係は「早老現象」を示唆してい

るように考えられる。

上児はＰＡに遅れが認められなくともＰＶが低か

ったり，ＰＡに遅れがあり，かつ，ＰＶが低い。

さらにＤも小さくなっており，思春期spurtの弱

さが低体位をもたらしたといえるだろう。思春期

spurtは成長ホルモンの分泌によって起こるが，

脳性マヒ児の低ＰＶは内分泌系のはたらきの影響

をうけていることが推察される。Hillmah)は精神

遅滞児は血中の成長ホルモンの量が低いことを報

告しているが，本研究で対象とした脳性マヒ児に

精神遅滞を伴う者が多数を占めており，これらの

ことが低ＰＶをもたらしたと考えられる。

ローレル指数をもとに，脳性マヒ児が身長と体

重にアンバランスな発育をしていることが明らか

になった。体重は内分泌系のコントロールに加え

て，栄養摂取のバランスが影響する。さらに，摂

取したエネルギーと消費するエネルギーのバラン

スによって肥痩が決まってくる。脳性マヒ児は肥

満傾向だけでなく，痩傾向にある者も認められた。

これは肢体不自由のために運動不足に陥ったり,障害

のために咀噛不十分で十分な栄養摂取ができない

ことなどが影響しているとも考えられる。また，

両親と別居して寄宿舎生活をしている者の心理的

不満といった要因も十分に考えられる。したがっ

て，身体連動をより以上にとり入れることや，そ

れによるエネルギーの消費を考えるとともに，「早

老現象」や障害の程度の重い者に対する食事内容

についても配慮していく必要があると考える。

本研究では，脳性マヒ児の「早老現象｣，「低Ｐ

ｖ｣，身長と体重の「不均衡発育」について述べ

たが，今後は病型や障害の程度，知的発達の程度

の観点からの検討が課題となるであろう。
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